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CBUのディレクターであるMatt Lambon Ralph教授のLanguage Groupを訪問した。言語や意味記憶に

ついてファンクショナルMRIや脳波、脳磁図などを用いて検討する研究、失語症を対象として経頭蓋磁

気刺激などを用い、言語機能、言語リハビリについて調べる研究などをメインに行っている。訪問先

にはリサーチスタッフ、ポスドク、博士課程の大学院生がおり、そのうち12名について1人ずつ彼らの

研究のプレゼンテーション・説明を聞き、討論を行った。Matt Lambon Ralph教授と現在行っている研

究内容（アルツハイマー病のメタ記憶についての研究、進行性失語の症例研究）についてディスカッ

ションをし、今後の研究のプラン、連携について話し合った。リサーチスタッフ、ポスドク、院生な

どが研究を発表するLanguage Groupのミーティングや、ランチタイムセミナー、CBUや外部講師による

Chaucer club(講演会)（それぞれ週に1度）などを聞き、質問、討論を行った。 

James Rowe教授のAddenbrooke's Hospitalにおける前頭側頭型認知症外来診察の見学を週に1回行な

った。いくつかのタイプの前頭側頭型認知症の患者の診察、家族の相談に臨席し、時間があるときに

は直接患者や家族と症状や日常生活について会話をした。新型コロナウィルス感染者がまだヨーロッ

パにそれほど拡がっていない時期には、医師から患者・家族に日本からの訪問者の見学が大丈夫かど

うか確認を取っていただいた（見学は可能であった）。症例検討の時には各患者の症状、家族の関わり

などについても報告、ディスカッション、質問などがなされた。 

病院診察見学時には、CBUの名誉会員であるKaralyn Patterson氏にも患者の診察、症状について教

えていただき、進行性失語の症例研究について討論を行った。 

 

 

 

 

 

 

 


